
（事業報告書様式１）

公園施設名：谷本公園　球技場（ｻｯｶｰ）

その他施設

（ﾛｯｶｰ、ｼｬﾜｰ）

4月 754,000 249,100 23,200 1,026,300 15,700 1,042,000

5月 916,400 235,850 23,200 1,175,450 24,200 1,199,650

6月 736,600 180,200 23,200 940,000 15,800 955,800

7月 788,800 190,800 23,200 1,002,800 21,800 1,024,600

8月 968,600 227,900 46,400 1,242,900 24,400 1,267,300

9月 893,200 302,100 0 1,195,300 24,000 1,219,300

10月 638,000 320,650 0 958,650 17,600 976,250

11月 800,400 371,000 23,200 1,194,600 13,300 1,207,900

12月 730,800 318,000 34,800 1,083,600 8,800 1,092,400

1月 806,200 363,050 23,200 1,192,450 11,700 1,204,150

2月 881,600 386,900 0 1,268,500 13,800 1,282,300

3月 266,800 95,400 0 362,200 6,600 368,800

計 9,181,400 3,240,950 220,400 12,642,750 197,700 12,840,450

公園施設名：谷本公園　球技場（ﾌｯﾄｻﾙ）

4月 334,600 78,000 5,200 417,800 417,800

5月 356,200 96,500 46,800 499,500 499,500

6月 343,800 74,000 0 417,800 417,800

7月 364,800 63,300 0 428,100 428,100

8月 229,500 35,300 5,200 270,000 270,000

9月 224,900 63,900 15,600 304,400 304,400

10月 389,000 137,800 31,200 558,000 558,000

11月 288,400 90,600 31,200 410,200 410,200

12月 243,600 83,700 36,400 363,700 363,700

1月 238,200 83,800 20,800 342,800 342,800

2月 309,900 83,100 20,800 413,800 413,800

3月 137,600 28,600 0 166,200 166,200

計 3,460,500 918,600 213,200 4,592,300 4,592,300

公園施設名：谷本公園　会議室

4月 11,800 0 11,800 11,800

5月 14,700 800 15,500 15,500

6月 15,700 0 15,700 15,700

7月 14,300 200 14,500 14,500

8月 7,100 600 7,700 7,700

9月 11,400 600 12,000 12,000

10月 11,100 0 11,100 11,100

11月 12,500 0 12,500 12,500

12月 14,000 0 14,000 14,000

1月 9,500 1,800 11,300 11,300

2月 13,100 0 13,100 13,100

3月 2,000 0 2,000 2,000

計 137,200 4,000 141,200 141,200

17,573,950

ｷｬﾝｾﾙ料金

ｷｬﾝｾﾙ料金 小計 利用料金合計

小計 利用料金合計

利用料金収入計

令和元年度利用料金収入実績

照明料金

月 施設使用料

月 施設使用料

月別 施設使用料 ｷｬﾝｾﾙ料金 小計 利用料金合計照明料金
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（事業報告書様式2）

月別 利用回数 稼働率 月別 利用回数 稼働率 月別 利用回数 稼働率

4月 70 69% 4月 87 13% 4月 61 19%

5月 91 81% 5月 133 26% 5月 66 20%

6月 77 74% 6月 73 13% 6月 73 23%

7月 89 87% 7月 119 18% 7月 72 22%

8月 101 85% 8月 92 18% 8月 47 14%

9月 96 84% 9月 90 22% 9月 57 18%

10月 67 74% 10月 109 18% 10月 60 20%

11月 86 77% 11月 57 11% 11月 68 21%

12月 75 78% 12月 137 24% 12月 65 22%

1月 81 79% 1月 86 18% 1月 53 18%

2月 89 82% 2月 110 22% 2月 68 22%

3月 23 61% 3月 46 21% 3月 8 3%

計 945 79% 計 1,139 18% 計 698 19%

公園施設名：谷本公園　会議室

令和元年度公園施設及び有料施設利用回数・稼働率

公園施設名：谷本公園　球技場（ｻｯｶｰ） 公園施設名：谷本公園　球技場（ﾌｯﾄｻﾙ）
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（事業報告書様式3）

1,217
756
683
868
991
1,292
726
970

928

42,323

408

15,858

107

10,361

3,384
3,799

1,192
1,075

3,482
3,620

2,495
1,707

634
1,190

3,241 1,370 927

令和元年度公園利用状況
施設：谷本公園　

公園全体の利用人数
備考（有料施設内訳）月別

有料施設含む
球技場（ｻｯｶｰ） 球技場（ﾌｯﾄｻﾙ） 会議室

年間合計 124,680

3月 10,014

9,529

0 46
年間
合計

1,139 0 1,139

0 86
2月 110 0 110

0 57
12月 137 0 137

0
109

7月 119 0 119
8月 92 0 92

3月 46

1月 86

11月 57

9月 90

73

受付時に
確認

87
5月 133
6月

10月 109

68
8 0 8

698 0 698

68
65 0 65
53 0 53

60 0 60

66 0 66
73 0 73

12月
1月 81

10月
11月

8月
9月

47
57 0 57

0 81
89 0 89
23 0 23

受付時に
確認

70

86 0 86
75 0 75

0 91
77 0 77
89 0 89

96 0
101 0 101

96
67

91

合計
0 70

0 67

施設：谷本公園　球技場（ﾌｯﾄｻﾙ）

月別 計測方法
利用件数

市内

0 73

市外 合計
4月 0 87

0 133

90
0

11,777
8月 9,353

6月 9,437

12月 9,413
11月

4,665
4,670
4,420
3,408
3,671
3,035

1,626
980
1,187
1,554
947
1,317

年間
合計

受付時に
確認

61 0 61

2月
3月

68 0

12月
1月

10月
11月 68 0

8月
9月

47 0
7月 72 0 72

4月
5月
6月

月別

年間
合計

945 0 945

2月
3月

施設：谷本公園　会議室

計測方法
利用件数

市内 市外 合計

4月 11,324

7月

4月
5月
6月

月別

2月 11,224
1月

10月 9,926

施設：谷本公園　球技場（ｻｯｶｰ）

計測方法
利用件数

市内 市外

5月 11,064

10,443

11,1769月

7月
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（事業報告書様式4）

※評価について ： S（極めて優秀）、A（優秀）、B（普通）、C（不良）

4月1日～
3月31日

B

B

4月1日～
3月31日

・
自家用電気工
作物の保安管
理

B電気設備の点検

￥
通年

通年

￥ 19,620 
ー

管理棟機械警
備

・ 機械警備作動時対応他

73,902 
B

4月1日～
3月31日

4月1日～
3月31日

B

夜間警備 ・
夜間の緊急時対応
（職員常駐時間外）

AED設置 ・ AED設置及び消耗品交換

通年

ー

ー

ー

ー

業務の第三者委託実績
施設：谷本公園

対応状況評価実施年月日業務 再委託先及び金額内容 年回数

3月26日1回

京浜警備保障㈱

京浜警備保障㈱

京浜警備保障㈱

関東電気保安協会

￥ 150,420 

12回
￥ 248,520 

放送設備点検 ・ 放送設備の点検清掃
￥ 49,500 

㈱ｴﾑﾃｯｸ・ﾒﾃﾞｨｱ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ
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（事業報告書様式5）

※ 調査費や打合せ等にかかった費用及び労務費は含まれていません

修繕対応

R2.2.29 刈払機　共立SRE2655G2(Ⅰ類） ￥ 2,835 （株）美浜建機 部品交換他修繕対応

R2.2.29 ﾌﾞﾛﾜ　ｽﾁｰﾙBG85(Ⅰ類） ￥ 1,418 （株）美浜建機 部品交換他修繕対応

3on3ｺｰﾄ ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ舗装 ￥ 126,873 

部品交換

R2.1.17 ｵｽﾄﾒｲﾄ用給湯器 ￥ 49,950 直営 修繕対応

R2.2.25 鋼製複合遊具ﾌﾟﾚｲﾎﾟｰﾄﾜﾝﾀﾞｰ　 ￥ 189,000 （株）ｺﾄﾌﾞｷ

R2.3.31 直営

令和元年度修繕実績

委託業者名または
直営かの記載

対応状況金額修繕年月日 修繕箇所

施設：谷本公園

R1.7.3

球技場ﾅｲﾀｰ照明

￥ 32,292 （株）とんぼ電工

￥ 378,000 R1.7.3

園内灯 B-1-1

（株）とんぼ電工

部品交換

（株）とんぼ電工 部品交換

部品交換

部品交換

（株）美浜建機 部品交換他修繕対応

R1.10.31

刈払機　共立SRE2655G(Ⅰ類）R1.8.7 ￥ 33,021 

114,094 

球技場ﾅｲﾀｰ照明

￥ 39,150 直営

￥ 144,450 

部品交換他修繕対応

R2.1.28

ﾍﾞﾋﾞｰﾁｪｱ まっててねFN平面・ｺｰﾅｰ兼用

￥ 216,000 直営 部品交換

R1.11.27

R1.12.16 TP63MADL EF ｼｬﾜｰﾍｯﾄﾞ ￥ 5,478 直営 部品交換

ﾛｰﾀﾘｰﾓｱ ﾊﾞﾛﾈｽGM50E(Ⅰ類） ￥

修繕対応

R2.3.23 球技場ﾅｲﾀｰ照明、園内灯B-4-2 ￥ 238,950 （株）とんぼ電工 部品交換

（株）美浜建機

R1.12.8 ｽｰﾊﾟｰｶﾙﾏｰ ASK-V23（Ⅱ類） ￥ 26,730 直営

ﾛｽﾅｲ LGH-65RS5型

R1.12.28
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（事業報告書様式6）

令和元年度増減備品一覧
施設：谷本公園

品名 形状・その他 単価（円）
購入 破棄

増減数 増減理由
数量 年月日 数量 年月日

-1 修繕不可のため破棄
折りたたみ
椅子

内田洋行
JOIFA307

￥ - - - 1 R2.2.14
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（事業報告書様式7）

18 R1.9.8
駐車場でﾃﾆｽをしている人がいたと苦
情。

公園利用者
通路に移動してﾃﾆｽをしていた利用者に
声をかけ、多目的運動広場を利用しても
らうよう案内をした。

17 R1.8.30
3on3ｺｰﾄの隣の利用者のﾏﾅｰが悪いと
苦情。

3on3ｺｰﾄ
利用者

隣の利用者はいなくなっていたため、職員
に周知をして次回利用時に現場確認を予
定。

そういった指摘があることは把握している
ので、対応について検討中と回答。

6

10

16 R1.8.21
ﾄｲﾚなどの清掃状況が以前より悪いと
苦情。

公園利用者
現場確認の後、職員に清掃内容等の再
教育を実施。

15 R1.7.14
ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞの声援がうるさい。また、夜間
駐車場でﾊﾞｲｸの騒音がすごいので、
対策をしてほしいと苦情。

近隣住民
球技場の利用者へ注意を行った。また、
駐車場へは後日騒音注意の看板を設置
した。

12 R1.7.6
路上駐車により、工事車両が出入りで
きないと苦情。

近隣住民
園内放送と球技場の利用団体に声掛け
を行い、移動してもらった。

11 R1.7.1
北部公園緑地事務所経由で、公園に
相談している早朝利用と大会開会式
の件について回答がないと苦情。

球技場利用者
現在の対応状況を北部公園緑地事務所
に回答し、今後の予定について報告した。

14 R1.7.10
多目的運動広場で団体利用らしき子
供から移動してほしいといわれたと苦
情。

多目的運動
広場利用者

職員が現場に行き、利用団体へ注意を
行った。

13 R1.7.10
予約ｼｽﾃﾑから収納処理がされておら
ず、それが原因でカードが停止になっ
ている団体があると情報提供。

球技場利用者
徴収簿を確認し、未収納だった予約を収
納しなおした。また、職員へ再発防止の周
知を行った。

R1.7.2
多目的運動広場で教室的な団体利
用をしていたと苦情。

多目的運動
広場利用者

後日確認して対応結果をお伝えしますと
回答。後日状況を確認した上で、利用し
ていた団体へ注意を行った。

9 R1.6.29
ﾅｲﾀｰ照明の球がいくつも点灯しておら
ず暗い。

球技場利用者
謝罪をし、7月頭に交換する予定であるこ
とを伝えた。

8 R1.6.21
歩道に乗り上げて駐車している車があ
るので注意して欲しい。

近隣住民
公園利用者の車だったため、声を掛けて
移動をしてもらった。

7 R1.6.2
駐車場の待ちの車列が車道まで伸び
ており、警察へ連絡があった。

近隣住民
園内放送と球技場使用者への声掛けを
行い、終了した人へ移動をお願いした。

抽選会参加者R1.5.7

内容及び苦情者

4

5

H31.4.6
多目的運動広場で犬を連れている方
に注意したところ、看板が分かりにくい
と苦情。

H31.4.4
予約ｼｽﾃﾑへ、職員からﾌｯﾄｻﾙ予約
時に使用する面を選ぶよう言われた
が、予約時に選択できないと苦情。

近隣住民R1.5.4
球技場の声援が大きいので注意して
欲しいと苦情。

公園利用者

多目的運動広場の抽選会で、同じ団
体と思われるﾁｰﾑが参加しているがそ
の参加方法はいいのかと苦情。

苦情対応報告

対応結果

苦情者へ予約ｼｽﾃﾑから説明と謝罪を
し、処理方法について公園職員と確認を
行い、内容を公園職員へ周知を行った。

利用者に音量を下げてほしいと注意した。

2週間程度巡視を増やし、該当者がいる
か確認を行ったが確認できなかった。

予約時の証明が出来なかった為、徴収無
しで対応。

掲示内容について再検討と、掲示物の作
成を実施。

球技場利用者

多目的運動
広場利用者

会議室利用者

横浜市へﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ周辺で犬の放し飼い
をしていると苦情。

施設：谷本公園

年月日

H31.4.22

1

H31.4.16
4/14の会議室ｷｬﾝｾﾙ料の請求をさ
れたが、その日は予約してないとの苦
情。

2

3
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（事業報告書様式7）

2 R2.3.5
多目的運動広場にて児童がｻｯｶｰｺﾞｰﾙﾈｯﾄに乗り、ｺﾞｰ
ﾙのﾊﾟｲﾌﾟを曲げた。

警察に上告書を提出し、ｺﾞｰﾙ自体は使用
に耐えうるとして、使用を継続した。

25 R2.3.25
犬をﾍﾞﾝﾁに繋いで1時間ほど離れて
いた利用者がいたため、注意したとこ
ろ何故だめなのかと苦情。

球技場利用者
他の利用者への影響や犬自体への悪戯
など、安全面から注意をした旨を説明。

年月日 内容及び被害 対応結果

1 R1.5.27 3on3ｺｰﾄ内への夜間侵入。 巡視中の警察官が発見し対応。

事故対応
施設：谷本公園

その他、要望、問い合わせなど20件

24 R2.3.17
多目的運動広場から出てきた子供が
道路に飛び出してきて危なかったと苦
情。

近隣住民
対策の強化を検討しますと回答。新規掲
示物を掲示し、別途土木事務所へのｶﾞｰ
ﾄﾞﾚｰﾙへの掲示協力要請を検討中。

23 R2.1.21
多目的運動広場前の舗装でｽｹｰﾄﾎﾞｰ
ﾄﾞで滑っている人がいると苦情。

公園利用者
現場を確認し、ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞｺｰﾄの利用をお
願いした。

22 R2.1.19
喫煙している人がいたが、公園内は喫
煙禁止ではないのかと苦情。

公園利用者
建物・施設内以外は配慮した上での喫煙
を認めていると説明。できれば園内全面
禁煙にしてほしいと要望された。

21 R2.1.8
横浜市へ年始に公園周辺で性的な行
為をしている人がいたと苦情。

公園利用者
公園職員に内容の周知と、対応方法の共
有を行った。

20 R1.11.10
前の利用が早く終わり、1時間未満だ
が追加でお金を払い利用を開始した
いと要望したが断られたと苦情。

球技場利用者
北部公園緑地事務所と協議し、1時間未
満の利用の取り扱いについて受け入れる
方針を確認し、職員へ周知を行った。

19 R1.11.8
ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟや水路に雑草が茂っていて景
観が悪いと苦情。

公園利用者
園長にお伝えしますと回答。生物の住処
としての管理を実施中であり、管理方針の
掲示等を検討中。

年月日 内容及び苦情者 対応結果

8



（事業報告書様式8）

施設：谷本公園

① 自主事業を含めた提案事業の方向性と狙いのまとめ
　事業の提案、実施に際しては、
■公平・公正に利用者の声を把握して管理運営に反映すること。
■誰もが安心して安全、快適に利用できる環境とﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを提供すること。
　以上の2点を軸にしながら、利用者ｻｰﾋﾞｽの向上と利用促進についての事業を検討しました。

② 市民ｻｰﾋﾞｽ向上取り組みの考え方

③ 利用促進の取り組み、利用者支援等の取り組みについて

④ 指定管理者が課題に感じている公園運営改善策

■ 公園周辺道路について

■ 多目的運動広場関係

■ ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ関係

　谷本公園の球技場は稼動率が高く、需要が多いと考えられたため、12月～3月までの本来ﾅｲﾀｰ利用
枠がない期間に、ﾅｲﾀｰ利用枠ができるように取り組みました。それにより、球技場の利用促進と利用者満
足度の向上を行いました。その他にも七夕まつりや昆虫観察会、寄せ植え教室など、様々な世代を対象
とした取り組みを行い、公園利用の促進に努めました。
　利用者支援としては、支援の妥当性を考慮した上で、養護学校の遠足時の利用調整や、地域団体か
らの公園内での行事開催協力依頼への対応などを行うとともに、災害時に飲料を取り出せる災害ﾍﾞﾝﾀﾞｰ
機能搭載の自動販売機の設置や、ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰとしてのﾚｽﾄﾊｳｽでの生き物情報発信など、公園
機能の充実にも努めました。

　公園周辺への路上駐車が見られます。利用者への放送や声掛け、ｲﾍﾞﾝﾄなどの関係者への路上駐
車防止の徹底依頼などを行いました。次年度は警察や土木事務所などとも調整し、公園外の柵への
ﾎﾟｽﾀｰ掲示などのｿﾌﾄ面での取り組みを強化していきます。
　また、球技場等の南側園地と北側園地の間には車道があり、横断する人がいる場合車両との接触
事故に繋がる恐れがあります。土木事務所などと調整し、ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙなどの公園施設以外の部分にもﾎﾟ
ｽﾀｰを掲示するなど、取り組みの強化をしていきます。

市民ｻｰﾋﾞｽの向上や公園の魅力向上・利用促進

　谷本公園での管理を通じて、課題に感じたことには以下のことが挙げられます。次年度はそれぞれの事
柄を解決するための取組を行っていきます。

　これまでに培った経験から、公園の実際の特性やﾆｰｽﾞを分析し、もともと公園が持っている「個性（魅
力）」をさらに引き出す為に、当団体が公園管理運営をしていく上での指針として、ﾃｰﾏを設定しました。
「個性」を伸ばすことで、より利用者の皆様のﾆｰｽﾞに応えるとともに、さらに親近感や興味を持っていただく
ことができると考えました。
　谷本公園には、太陽光ﾊﾟﾈﾙや屋上緑化などｴｺな取り組みがあります。また、ｽﾎﾟｰﾂ施設がﾒｲﾝの為、
利用ﾏﾅｰなどで問題が発生することがありました。そこで、元々の取り組みであるｴｺに関して強調し伸ばす
とともに、ﾏﾅｰ向上に関して更なる取り組みをする為に、「＋eco ＋eco（ﾌﾟﾗｽｴｺ ﾌﾟﾗｽいい子）」というﾃｰﾏ
にしました。

　多目的運動広場は、ﾎﾞｰﾙ遊びなどができる施設として多くの利用がありますが、昨今のｽﾎﾟｰﾂの多
様化などに伴い、様々な利用形態があることがこの1年間で確認されました。基本的なﾙｰﾙはあります
が、次年度には細かい事例への対応方法を横浜市と調整しながら決めていき、決まった内容を大型
掲示物で利用者へ周知を行うなどして、安心・安全かつ公平に使用していただける環境づくりを行って
いきます。

　水が枯れてしまうため、当初予定されていた水生生物の生息場所としての機能が発揮できていない
現状がありますが、今年度で生息する生物などの現状をある程度知ることができました。この情報や経
験を用いて、次年度は興味がある利用者の方などと市民協働を行いながら、実際にﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ内の施工
などを実施していきます。
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（事業報告書様式9）

収支決算書（指定管理料のみ） (単位：千円）
当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

17,400 290 17,690 17,690 0

14,000 0 14,000 13,337 663

2,895 0 2,895 4,632 -1,737

0 0 0 2 -2

0 0 0 156 -156

34,295 290 34,585 35,817 -1,232

当初予算額 補正額 予算現額 差引

(A) (B) (C=A+B) (C-D)

22,260 0 22,260 23,728 -1,468

22,260 0 22,260 22,936 -676

0 0 0 792 -792

1,700 0 1,700 1,418 282

0 0 0 10 -10

1,464 0 1,464 483 981

0 0 0 2 -2

0 0 0 79 -79

118 0 118 239 -121

2 0 2 155 -153

116 0 116 84 32

0 0 0 140 -140

0 0 0 1 -1

42 0 42 38 4

0 0 0 1 -1

5 0 5 3 2

71 0 71 417 -346 AED設置委託 73

0 0 0 5 -5

1,120 0 1,120 633 487

25,080 0 25,080 25,779 -699

3,486 0 3,486 4,165 -679

1,987 0 1,987 3,263 -1,276

35 0 35 20 15

0 467

0 415

500 0 500 481 19

1,000 0 1,000 1,373 -373

149 0 149 150 -1 機械警備委託 150

681 0 681 1,229 -548

0 0 0 63 -63

0 0 0 298 -298 電気保守委託 248

681 0 681 868 -187 放送点検委託49,夜間警備委託20

0 0 11 -11

0 0 0 10 -10

0 0 0 1 -1

0 0 0 308 -308

0 0 0 10 -10

0 0 0 298 -298 通信費、燃料費ほか

3,172 0 3,172 2,097 1,075

34,068 0 34,068 35,593 -1,525

227 290 517 224 293

9,594 0 9,594 10,793 -1,199 駐車場収入、自動販売機収入

8,152 0 8,152 11,182 -3,030 駐車場支出、自動販売機支出

1,442 0 1,442 -389 1,831

1,464 1,464 997

利用料金収入

科目
決算額(D)

その他雑入

収入合計

科目

リース料

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

説明
収入の部

指定管理料

自主事業収入

雑入

説明
支出の部

人件費

給与・賃金

社会保険料

通勤手当

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

決算額(D)

使用料及び賃借料

（横浜市への支払い分）

（その他）

備品購入費

図書購入費

施設責任賠償保険

職員等研修費

振込手数料

光熱水費（電気）

光熱水費（ガス）

光熱水費（水道）

光熱水費（下水道）

手数料

地域協力費

自主事業費

管理費総合計

光熱水費合計

清掃費

修繕費

機械警備費

施設保全費

空調衛生設備保守

消防設備保守

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

その他保全費・園地管理費

共益費（合築等の場合）

公租公課

公租公課（事業所税）

公租公課（消費税）

公租公課（印紙税）

その他公租公課

差引

設置管理許可収入合計

設置管理許可支出合計

差引

事務経費

事務経費（本部分）

事務経費（当該施設分）

その他経費（当該公園分）

支出合計
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（事業報告書様式10）

管理目標 目指す管理指数・数値

・新規で管理を始
める公園だったた
め、4月1日に全職
員で研修を行い、
その後は月に1回
公園の状況に沿っ
た研修を実施し
た。

・本部職員が市や
他団体主催の講
習に参加し、対応
事例などを学ん
だ。

・利用者から寄せ
られる苦情や要
望、相談などにつ
いて、他公園の事
例を踏まえなが
ら、対応内容の検
討・均一化を図る
とともに、利用者の
ﾆｰｽﾞを管理運営
に反映させる。

・公園管理事務所
と公園管理本部で
役割を分担し、円
滑な管理運営を
行う。

・地震等の災害時
に速やかに対応が
できる体制を構築
する。

・定期的な研修な
どを通じて職員のﾚ
ﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ（ﾏﾙﾁｽ
ﾀｯﾌ化）を図る。

・他団体による公
園管理運営の事
例についての視察
や研修を行い、よ
り良い管理運営を
目指す。

・新規雇用時に行う
新規職員研修の他、
月に1回行う定例会
時に接遇や施設点検
等の研修を行う。

・横浜市などが行う研
修会や講習会に公園
管理本部の職員が参
加し、他団体の取り組
みや事例について情
報収集を行う。

・月に1回公園管
理事務所と公園
管理本部で会議
を行い、情報共有
を実施した。

・ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの整
備・周知や、台風
等の災害時の対
応優先順位などの
研修・周知を実施
した。

・年間を通じて、それ
ぞれの利害関係者に
応じた取組を2つ以上
行う。

・もともと公園が持って
いる「個性（魅力）」を
さらに引き出す為に、
当団体が公園管理運
営をしていく上での指
針として、公園の特徴
を踏まえたﾃｰﾏを設
定する。

・公園に寄せられた苦
情や要望等を随時公
園管理本部に報告
し、月に1回本部職員
を招集して行う会議に
て、事例の収集や、
対応方法の検討・共
有を行う。

・ｱﾝｹｰﾄや要望を反
映した取り組みを3つ
以上行い、利用者満
足度の向上を行う。

・公園管理事務所と
公園管理本部で月に
1回行う会議において
情報の共有や事例の
紹介を行い公園内で
均一な対応を行う。

・災害時に迅速な対
応ができるように、対
応方法についてまとめ
た資料を作り、研修を
行う。

・情報は日々変化
するため、最新の
情報を加味した研
修を行い、職員の
ｽｷﾙｱｯﾌﾟを行い
たい。

・AEDの使い方に
ついて学んだが、
次年度は消防署
に依頼して応急処
置などについても
実践的な研修を
行いたい。

・各種研修を
行うとともに、本
部職員が講習
を受けスキル
アップを図り、
目標を達成し
た。人材育成・研修実

施効果等

施設：谷本公園

目標との差異

・各種利害関
係者への取組
と、公園個別の
テーマに関連し
た取り組みを行
い、目標を達
成した。

・公園管理本
部で月1回の
会議を行うとと
もに、地域の要
望としていくつ
かのイベントを
行い、目標を
達成した。

業務運営1
（達成目標、運営
業務の実施方針）

・この1年間で課題
に感じた、路上駐
車対策など利用
者ﾏﾅｰに関する取
組を強化していくと
ともに、地域との連
携が必要な部分も
多くあるため、より
地域と連携した管
理ができるように
体制を整えていき
たい。

業務運営3
（人員配置、緊急
時対応計画、防犯
防災、災害対応）

・公園の利害関係
者に対してﾊﾞﾗﾝｽ
を取りながら、公園
が持っている「個
性（魅力）」を引き
出し、より親しみや
すく、興味を引くよ
うな公園にする。

・月に1回の会
議を通じて情
報共有を行うと
ともに、他公園
での事例を踏
まえながら災害
時の対応方法
を設定して、目
標を達成した。

・地震などで断水
時の対応方法な
ど、公園個別のよ
り具体的な内容に
ついて対応手順を
まとめていきたい。

・施設使用方法に
関する要望の調整
や、生き物の隠れ
場所づくりなど、各
利害関係者に対し
て2つ以上取組を
行った。

・設定したﾃｰﾏに
沿った緑のｶｰﾃﾝ、
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾘｻｲｸﾙ
推進活動などのｴ
ｺ関係の取り組み
を行った。

・月に1回会議を
行い、他公園の情
報や対応方法の
共有を実施した。

・要望の反映とし
て、青葉区野球教
室、青葉区少年ﾏ
ﾗｿﾝ大会、青葉区
冬季大会開会式、
早朝利用を実施し
た。

運営目標・実績報告

目標設定の視点 実績
今後の取組
（改善計画）

業務運営2
（利用者ｻｰﾋﾞｽの
向上、利用者
満足度や利用者
数の増、利用
しやすさ向上）

・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌの
大会など、要望が
あったがまだ未実
施のものもあるた
め、実施の是非も
検討しながら計画
を進めていきた
い。
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（事業報告書様式10）

今後の取組
（改善計画）

目標設定の視点 管理目標 目指す管理指数・数値 実績 目標との差異

・省ｴﾈﾙｷﾞｰ目的の自
主事業を行う。

・月に1度空調機の温
度設定の確認・見直
しを行う。

・植物性の廃棄物に
関して、園内でのﾘｻｲ
ｸﾙ活動を行う。

・施設の異常や劣
化の見分け方につ
いての研修を11
月に実施。

・全面的な張替え
が必要な3on3ｺｰﾄ
の舗装について、
市による修繕の目
処が立つまでの応
急処置として、舗
装の修繕を実施。

・園内の施設の異
常を日常的な点
検を通じて早期に
発見し、安全性を
確保する。

・発見した異常に
関しては、軽微な
段階での補修を行
い、修繕費用の削
減と施設の長寿命
化に努める。

・施設の異常や劣化
を早く見つけられるよ
うに、公園職員に「横
浜市公園施設点検ﾏ
ﾆｭｱﾙ」を元にした研
修を年1回行う。

・不具合の早期発見
をすることにより、小規
模な修繕で対応を行
い、大規模な案件を
少なくする。

・建物への蓄熱低
減を目的とした緑
のｶｰﾃﾝを実施。

・空調機の温度設
定を確認し、変更
されていないかな
どを確認。

・落ち葉の一部を
腐葉土化し、花壇
などへ活用。

経費削減策

・電気等のｴﾈﾙ
ｷﾞｰ消費量やｺﾞﾐの
廃棄量を削減する
取組を行う。

・ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟの現状に
ついて、ある程度
把握できたため、
具体的な再整備
の方向性の決定
や、実際の施工を
行っていきたい。

・西日が入る窓へ
のｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝの増
設を検討するとと
もに、空調機の温
度確認や落ち葉の
堆肥化などを引き
続き実施していく。

・軽度の発錆が見
られる施設が数箇
所あるため、状況
を見て錆止めと再
塗装の修理を行
い、交換が必要に
なるような腐食を
防ぎたい。

・予定していた
研修の実施や
舗装修繕など
を行い、目標
達成。

・ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟの管
理計画の策定
と本部職員の
ﾊﾟﾄﾛｰﾙを行
い、目標達成。

・新規での収入
源となるような
自主事業につ
いては、内部の
調整に時間が
かかり、市との
協議までには
至れなかった。

・省ｴﾈﾙｷﾞｰや
ﾘｻｲｸﾙに関す
る取組などを行
い、目標達成。

・1年間の状況を
踏まえて管理計画
を作成するととも
に、草刈時に一部
を刈り残して昆虫
の隠れ場所を作る
などを実施。

・12月に本部職員
による点検を行
い、指摘された事
項についての対応
を実施。

・備品については、
特に新規入れ替
えが必要と考えら
れるようなものは
なかった。

・利用者還元とし
て、七夕まつりなど
の無料ｲﾍﾞﾝﾄを実
施。

・ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟｴﾘｱの草刈
頻度や刈高等をまと
めた管理計画を作成
し、多様な動植物が
生息できる環境を創
出する。

・年１回本部職員によ
る実施状況の確認を
行い、必要に応じて安
全対策の改善を図
る。

・備品の中で修繕回
数が多い物や修繕費
用が高額で、購入時
期が古い場合は、破
棄や新品との入替を
提案、実施する。

・収入源となりえる自
主事業を２つ以上新
規で提案する。

維持管理1
（施設の保守管
理、補修計画）

維持管理2
（清掃、園地維持
管理、災害対応）

・ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟｴﾘｱの生
物多様性に配慮し
た植栽管理を行
う。

・公園内の植栽、
施設の維持管理
作業において、事
故防止策を講じ、
利用者及び作業
者の安全を守る。

・収入の一部を利
用者還元ができる
ように、収入を増
やすとともに、支出
の削減に努める。収支

（修繕等、収入、
支出）

・肥料の販売な
ど、内部で調整し
た販売系自主事
業の実施調整を
次年度の上半期
に横浜市と行い、
実施を始めたい。
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（事業報告書様式11）

※ 収支状況は開催（実施）の実費収支のみで、準備や打ち合わせ時の準備費及び労務費は含まれていません。 他17件

自主事業実施報告
施設：谷本公園

事業名 目的・内容 実施時期 回数 収支状況 実施結果考察
稼動率の安定化と大
人の健康振興に貢献
した。

2 ｻｯｶｰ教室
ｽﾎﾟｰﾂ振興を目的として、児童
向けのｻｯｶｰ教室を行う。

通年 40 1,127,050
稼動率の安定化と児
童へのｽﾎﾟｰﾂ振興に
貢献した。

1 ﾖｶﾞ教室
大人の健康促進の取り組みとし
て、会議室を利用したﾖｶﾞ教室
を実施。

通年 44 64,900

3 ｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝ
窓にｸﾞﾘｰﾝｶｰﾃﾝを設置し、建物
への蓄熱などを抑える。

6月～ 1 -9,238
景観性の向上と建物
への蓄熱低減に貢献
した。
児童のｽﾎﾟｰﾂ振興と
地域の活性化に貢献
した。

5 七夕まつり
七夕用の短冊飾りつけやお菓
子つかみなどを利用者へ提供。

6月 1 -22,007
児童が来園する機会
となり、満足度向上等
に貢献した。

4 青葉区野球教室
横浜DeNAﾍﾞｲｽﾀｰｽﾞによる児童
を対象とした野球教室。

6月 1 -4,110

利用者に涼ｽﾍﾟｰｽを
提供し、利便性の向
上に貢献した。

7 昆虫観察会
園内を散策し、見つけた昆虫を
観察してﾜｰｸｼｰﾄを記入した。

8月 1 -696
自然への興味関心を
持つきっかけ作りと
なった。

6 熱中症対策
熱中症対策として、ﾐｽﾄｼｬﾜｰ・
遮光ｼｰﾄを設置。

6月～ 1 -3,960

意見の受け口として、
利用者意見の収集に
貢献した。

9
ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙﾘｻｲｸﾙ
推進活動

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙの分別推進活動を行
い、参加者へ景品を渡した。

9月～
10月

1 0
ｺﾞﾐの分別を推進し、ﾘ
ｻｲｸﾙ施策に貢献し
た。

8 意見箱設置
公園窓口の横にｱﾝｹｰﾄを兼ね
た意見箱を設置した。

8月～ ー -324

児童のｽﾎﾟｰﾂ振興に
貢献した。

11
青葉区冬季ｻｯｶｰ大会
開会式開催協力

区内の児童が参加する大会の
開会式への開催協力を行っ
た。

10月 1 13,700
地域団体の行事に協
力し、利用者満足度
の向上に貢献した。

10 早朝利用
公園周辺のｻｯｶｰ団体の児童
向けに早朝利用枠を設けた。

9月 3 17,400

公園への興味関心・
来園のきっかけ作りに
貢献した。

13 年末年始特別巡視
年末年始に警備会社による園
内の巡視や軽清掃を行った。

12月～
1月

6 -54,780
年末年始の防犯と軽
清掃による景観性の
維持に貢献した。

12 中学校職場体験協力
中学校の職場体験を受け入
れ、仕事の紹介・体験などを
行った。

11月 1 0

14 冬季ﾅｲﾀｰ利用枠開放
施設利用者のﾆｰｽﾞを反映し、
冬季のﾅｲﾀｰ利用枠を設定し
た。

12月～
3月

ー 3,049,950
冬季に使える施設とし
て、利便性の向上に
貢献した。

18 球技場一般開放

児童のｽﾎﾟｰﾂ振興と
地域の活性化に貢献
した。

寄せ植えﾘｰｽ教室
公園が材料を用意して、手ぶら
で参加できる寄せ植え教室。

2月 1 -6,406
園芸に関するﾆｰｽﾞを
反映し、満足度向上
に貢献した。

15
青葉区少年野球ﾏﾗｿﾝ
大会

区内の児童向けのﾏﾗｿﾝ大会
への開催協力を行った。

1月 1 0

遊び場として開放する
ことで、利用者満足度
の向上に貢献した。

16

利用者や職員のｽｷﾙ
ｱｯﾌﾟに貢献した。

0
生息生物を調べ、ﾎﾟ
ｽﾀｰや情報発信、維
持管理へと反映した。

19 ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ管理
生息する生物に配慮して、草刈
時に隠れ場所作りや情報発信
を行った。

通年 ー 0

17 AED教室
公園のAEDについて使い方を講
師から学ぶ。

2月 1 -10,000

広場の混雑緩和のため、施設
を一般開放した。

3月 1 0

生息しやい環境や、
興味を持つきっかけ
作りに貢献した。

20 ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ調査
ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ周辺に生息している植
物、昆虫等の調査を行う。

通年 ー

13
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性別・年齢層

住所 公園やｲﾍﾞﾝﾄを知った方法

公園の利用頻度

来園手段

来園目的

使用した場所

満足度について
施設の清潔さについて 施設の利便性について

安全性について  公園内外の案内について

植栽の管理状態について ｲﾍﾞﾝﾄ、催しについて

売店、飲食ｻｰﾋﾞｽについて 職員の応対について

総合満足度について 再来園の希望

※ 一部項目では、複数回答や、1枚で複数人数分の回答があったため、合計値が回答数を上回る項目があります。

75 0 9

ｲﾍﾞﾝﾄ

意見箱

ｲﾍﾞﾝﾄ・意見箱以外（聞き取りなど）

ー

ー

ー

59 30 0 3

53 35 0 4
満足
32

42 5

わからない満足
49

備考回答数回答方法

1767 東京都、千葉県、北海道など
市外の例

4 3 3

市外市内 知人から区の広報
38

女性
10代 20代

31

満足 普通 不満 わからない 普通 不満
31 8

2

4

満足 普通 不満 わからない

29 34 14 15

また来たい もう来ない わからない

不満 わからない

55 23 8 6

その他

満足 普通 不満 わからない

15 38 6 6

満足 普通 不満 わからない

18 38 7

27

満足
40

55 28 0 9

満足 普通 不満 わからない 普通 不満 わからない

36 42 1 13

5

満足 普通 不満 わからない 普通

1 11
ﾚｽﾄﾊｳｽ遊具 会議室 その他球技場 3on3 ｽｹｰﾄﾎﾞｰﾄﾞ ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ 多目的

犬の散歩 運動・ｽﾎﾟｰﾂ その他
13 0 1 5 8 1 57 2
散歩 休息 自然観察 子供と遊ぶ ｲﾍﾞﾝﾄ

電車 その他
27 19 1 20 5 17 1
徒歩 自転車 ﾊﾞｲｸ 自家用車 ﾊﾞｽ

年1～2回 数年に1回 初めて

1

15 30 14 7 4 14
毎日 週1～2回 月1～2回

40代 50代 60代 70代 80代30代 40代 50代

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ公園ﾎﾟｽﾀｰ

8 4 3 2 3

利用者ｱﾝｹｰﾄ実績

4 11 8

施設：谷本公園

23

35

16

33

60代 70代 80代
男性

18 3 7 10 4 8 3
10代 20代 30代

14
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施設の使用中止判断基準についての研修。
有料施設・多目的運動広場の
雨天中止判断について

R2.1.3012

13 R2.2.27 AEDの取扱い講習
AEDの取扱い方について、外部講師を招き実践
方式で学ぶ研修。
清掃時に使用するﾎﾟﾘｯｼｬｰの使用方法に関す
る研修。

ﾎﾟﾘｯｼｬｰ使い方研修R2.3.2614

研修実施報告

10 R1.11.28 施設の日常点検について 施設の日常点検の方法などに関する研修。

8 R1.9.25 緊急時の対応について（事故・気象災害）
事故や気象災害時の緊急対応の仕方について
の研修。

9 R1.10.29 巡視とﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟについて

個人情報の取り扱いに関する研修

11 R1.12.26 落書き対応について

巡視時の注意点やﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟについての研
修。

4

R1.6.27 害虫(ｹﾑｼ、ﾊﾁ)防除の方法 ﾁｬﾄﾞｸｶﾞやﾊﾁなどの害虫防除に関する研修。5

R1.7.25 ﾄﾞﾛｰﾝの飛行に関する研修
ﾄﾞﾛｰﾝの飛行に関する法律や園内での対応方法
に関する研修。

園内で落書きが発見された場合の対応について
の研修。

6

H31.4.1 新規職員研修
新規雇用職員に対する、人権尊重などを含む
業務全般の研修。新規管理公園のため、全職
員を対象として実施。

7 R1.8.29 労働災害発生時の対応について
勤務中の事故などに関する対応方法などの研
修。

施設：谷本公園

個人情報保護法の改正に伴う変更事項の説
明。

2

R1.5.30 夏の健康管理、熱中症について
夏の作業時においての体調管理の仕方、熱中
症になった時の対応方法。

実施日 研修名 内容及び効果

3 R1.5.11～5.30 刈払機の取り扱いに関する研修
刈払機の使用に際して必要な安全衛生教育。
数日に分けて実施。

1 H31.4.1

15


